
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 1269 回 （本年度 44 回） 

平成 26 年 6 月 12 日（木） 早 朝 例 会 
 

ロータリー親 睦 活 動 月 間 
 

点  鐘    仁 上  喜 久 夫  副会長 
 

司  会     小 林  正 樹     会場監督 
 

斉  唱    「四つのテスト」 
 

お客様紹介  仁 上  喜 久 夫  副会長 
  
・「ロータリーの友」誌 編集長・理事 

二 神  典 子 様（東京築地 RC） 

・クルーズ  由美子 様（川崎北 RC）  

卓    話  
 
「ロータリーの友」誌 編集長 二神 典子様 

 私事で恐縮ですが、
本題に入る前にひと
つお話しさせてくだ
さい。 

 昨日の朝、事務所に
行くと、あるパストガ
バナーの方の訃報が
入っておりました。こ
こ数年親しくさせて
いただいていて、まだ
60 代半ばの方でした。
体調が良くないこと
は知っていたのです
が、お亡くなりになる
ほど悪いということ
は知りませんでした。 

私の所属している 2750 地区のガバナーエレクト
のお別れ会で、亡くなられたパストガバナーの先輩
という方にお会いしました。その方は亡くなられた
パストガバナーの方から、お別れの手紙が今朝自宅
に届いたとおっしゃっていました。非常に生真面目
で仲間思いの方でしたので、その方らしいなと思っ
ていました。自宅に帰ると私宛にも手紙が届いてい
ました。A4 版で 3 枚ほどです。手紙を読みながら、
その方とロータリーについて色々な話をさせていた
だいたことを思い出していました。「お葬式やお別れ
の会で、忙しい方々に遠くまで来ていただくのは申
し訳ない。自ら会いに行ってお別れを･･･」そんな想
いで、ひとりひとりに手紙を書かれたようです。亡

くなられてからその手紙をひとつずつ封筒に入れて
お出しになられる奥様の気持ちというのをお察しし
て悲しい思いと同時に、その方の最後までの素晴ら
しい行いが、私に道を示してくださっていると思い
ました。このような方たちにたくさん出会うことが
できて、ロータリーで仕事ができ、ロータリアンに
ならせていただいて、本当に幸せだと改めて感じま
した。 

 先週シドニーの国際大会に行き、金曜日の朝に帰
ってきました。この国際大会の内容については“ロ
ータリーの友 8 月号”に掲載させていただきます。 

 国際ロータリーが指定している主だったホテルか
ら国際大会会場のオリンピックスタジアムまではシ
ャトルバスが出ていましたが、コースや本数があま
り多くありませんでした。しかし、シドニーから
250km 以内の公共交通機関は電車やバスだけでなく
船までが、ロータリー国際大会のバッジを見せるこ
とで無料になるシステムになっていました。どの駅
でも快く改札を開けてくださり welcome と笑顔で歓
待していただきました。 

そして通常はセントラルパーク駅から直通でオリン
ピックスタジアムに行くことは出来ないのですが、1

番ホームから 5 番ホームまでロータリー専用ホーム
になり、他の駅にも止まらずに行けるようになって
いました。これはオーストラリアのロータリアンの
努力によって実現したことです。オーストラリアの
中でのロータリーの大きさに、非常に驚かされまし
た。このように世界中の方が集まる国際的な集まり
に対し、オーストラリア政府・交通機関・観光客の
方々の協力ぶりは感動しました。6 年後私たちは東京
オリンピックを迎えます。私たちロータリーができ
る「おもてなし」とは何なのか。そんなことを強く
感じた出来事でした。 

 “ロータリーの友”の話をさせていただきます。
1952 年 4 月、第 60 地区の大会が開催されました。
同年 7 月日本の地区は東西に 2 分割されることにな
っていましたが、分割されてもロータリアン同志お
互いにコミュニケーションを保っていたいという思
いで、新しい雑誌の創刊がこの地区大会で決定、そ
れぞれの地区代表が集まって話し合いし、1953 年 1

月に創刊されました。創刊以来、毎月皆様方にその
時の最新情報をお届けしてきましたが、その最新情
報が 60 年積み上がってきますと、非常に重要な日本
のロータリーの歩みを示す、資料的な価値というも
のがあります。古いロータリーの友を見ていますと
驚くようなことが、たくさんございます。 

 例えば、現在発展途上国の農家を支援しているク
ラブがあります。雄と雌の子豚を贈り、繁殖させて
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生活を助けるという活動です。昭和 30 年代のロータ
リーの友には、これと同じ活動が、同じ地区内の農
家に行っているという記事が掲載されていました。
それだけ当時の日本も貧しかった時代なのだろうと
思います。他にも、急な雨に備え公共施設に傘を寄
贈されるクラブもあります。昭和 40 年位の記事にも
同じような記事がありますが、傘がナイロンでもビ
ニールでもない番傘でした。 そこに移っている方
々の服装や髪型など、この 60 年間時代とともに変わ
ってきています。自分の子どもの時はこうだったの
かとびっくりするものがございます。以前は B5 判
サイズでしたが 2002 年にサイズと綴じ方を変更し
ました。厳めしい雑誌ではなく、いつも気楽に身近
に置いていただける雑誌にしたいと思ったのがきっ
かけです。その 10 年前、自分の企画している記事の
写真を少し大きくし余白を作ったところ「何でそん
なにもったいない紙面の使い方をするんだ！」とお
叱りの電話をいただきました。大きくしたいと思い
ながら、少しずつ遠慮がちに大きくし、2002 年また
大きくしました。そして誰にも怒られなかったため、
さらに大きくしました。今では 2 ページ見開きで 1

枚の写真を使います。20 年前なら冗談じゃないとお
叱りを受けるような贅沢な紙面の使い方をさせてい
ただいています。写真が大きくなって読みやすくな
ったよと言っていただけるようになりました。記事
の内容、作り方もこの 60 年間の間に変わってきてい
ます。時代に合わせ、ロータリアンの方たちの意識
に合わせ変わってきていますが、変わらないものも
あります。この雑誌はロータリアンの活動によって
成り立ち、ロータリアンの活動や考えを映す鏡であ
るということ。ロータリアンによって作られ、ロー
タリアンが読んでくださっている。これは決して変
わりません。 皆様が情報の信頼できる入り口とし
てご活用いただけるような“ロータリーの友”をこ
れからも作っていきたいと思っております。  

会員出席報告     宮 崎  玲 児  親睦委員 
 

本 日 
会 員 数 出 席 欠 席 出 席 率 

２２名 １４名 ８名 ７８.７８％ 

前々回(5 月 29 日)欠席 4名 Make up 0 名 ８９.４７％ 

本日の欠席者：古越 孝男 会員、河合 束 会員、黒澤 穣 会員 
       会田 公雄 会員  

会長報告   河 合   束  会長（6 月 19 日分） 
  
１．地区より、次年度幹事宛に各種報告フォームが 

届いております。 

髙瀬次年度幹事、宜しくお願いいたします。 

２．次週 6 月 26 日(木) はファイナル移動例会です。
ミクニ ヨコハマにて、点鐘 18：30 

ご家族揃ってご参加ください。  

幹事報告   市 川  功一 幹事（6 月 19 日分） 
 
１．地区からの来信 

①地区･研修協議会の報告書が届きましたのでお渡

し致します。ご活用ください。（出席対象者のみ） 

②地区研修委員会より「会員研修及び新会員へのロ

ータリー情報教育に関するアンケート」への協力

依頼が届いております。  提出期限：6 月 30 日 

 ※2014-15 年度 小林会長、高瀬Ｒ情報委員長、ご対

応の程よろしくお願いいたします。 

③2014-15 年度拡大増強・退会防止セミナー開催のご   

案内が届いております。 

  日時：2014 年 7 月 8 日(火) 15：00～17：30   

懇親会 19：00 まで  

  場所：メモワールプラザソシア２１ 4Ｆ 

 ※2014-15 年度小林山会長、戸張会員増強委員長、 

ご出席をお願いいたします。 

 ④2014-15 年度派遣学生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・結団式並びに壮

行会開催のご案内が届いております。 

  日時：2014 年 7 月 5 日(土) 14：00～15：00    

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ  15：00～16：30 結団式･壮行会 

  場所：ｻﾝﾋﾟｱﾝかわさき 

 ⑤下記資料が届いております。 

・麻薬・覚せい剤乱用防止センター：ポスター､ニュ
ースレター､募金活動用キット 

・神奈川県保健福祉局：薬物乱用防止に関するポスタ   

ー､パンフレット等 

・山田 RC より、『やまだの作文 第 42 集』1 冊  

（回覧致します） 

２．他クラブ例会臨時変更 

●川崎百合丘 RC 7 月 1 日(火) 夜間例会 

 ﾎﾃﾙﾓﾘﾉ新百合ヶ丘 7F 点鐘 18：00 

  

ニコニコ報告     宮 崎  玲 児 親睦委員 
 

クルーズ 由美子 様（川崎北 RC） 

 本日はよろしくお願いします。 

仁上 喜久夫 副会長・市川 功一 幹事 
今日は本年度最後の早朝例会となりました。卓話
は「ロータリーの友」編集長の二神様です。楽し
みにしておりますので宜しくお願い致します。 

戸張 裕康 会員 
  ワールドカップまであと 1 日です。全米ゴルフ選 
手権もあるし、そろそろ夏の高校野球が沖縄から
始まるのでワクワクしています。外は大雨ですが
楽しく行きましょう。 

ロータリー情報・広報・雑誌 委員長  
小林 正樹 会員 
 二神様、早朝より卓話にお越し頂き厚く御礼申し
上げます。また、シドニーの国際大会参加お疲れ
様でした。 

ＳＡＡ一同 
 二神様、本日は有難うございます。「ロータリーの
友」は毎号楽しく読ませていただいています。 

プログラム委員会 
 本日は「ロータリーの友」編集長の二神典子様、卓
話宜しくお願い致します。 

親睦委員会  
 サッカーワールドカップがいよいよ明日から始ま
ります。個人的には「本田選手」に頑張ってもらい
たいです。   

 
「みんなニコニコ」 
二神さん、卓話楽しみにしておりました！！！ 
 
若狭 滋則 会員・小泉 正博 会員・高瀬 建夫 会員 

鈴木 次男 会員・都倉 八重子 会員・山本 剛 会員 

松川 正二郎 会員 

 

ニコニコボックス 本日 14,000 円 累計 799,000 円 

記念日ニコニコ 本日    0 円 累計 105,000 円 



《大船渡ロータリークラブ訪問の旅》  
6 月 9 日（月）～11 日（水）にかけて、鈴木社会奉
仕委員長の、今年度の中原 RC の皆さんからの東日
本災害義援金を例会で手渡したいという希望から、
鈴木会員、山本剛会員、小泉会員の 3 名で訪問して
まいりました。東京から新幹線で青森県の八戸に入
り、そこから JR 八戸線で岩手県に入り、NHK の朝
のドラマで有名になった北リアス線に乗り最終駅の
宮古でレンタカーを借り、今回の地震で被害の大き
かった陸中海岸を経由して大船渡に入り大船渡 RC

の例会に参加してまいりました。当クラブ２５周年
式典で卓話をしてくださった金元会長や、戦後まも
ないころ日本医大の生徒で新丸子になじみのあった
先生や、他の皆さん方も被災地を思わせることなく
お元気でいらっしゃいましたが、当クラブにも訪れ
た今野現会長がつい先日お亡くなりになったとの報
告を受け、非常にシックを受けました。職業は「土
木」関連で、地域の復興に重責を担い頑張ってこら
れた方だそうで、原因は過労からではないかとお聞
きしました。明治大学の野球部のキャプテンを務め
た方で記憶に鮮明に残っています。ご冥福をお祈り
申し上げてきました。従って、義援金は遠藤副会長
へ鈴木社会奉仕委員長から手渡されました。さて、
復興の状況ですが、あまり大きな産業がなかった町
では、災害による残骸がようやっと片付けられた状
態で、ぽつりぽつりと家が建ち始めてはいましたが、
堤防などはまだ手つかずの所が多くあり、まだまだ
時間がかかるのかなと感じさせられました。大船渡
でも海岸沿いは、整地されていましたが、ここは地
盤沈下があったためまだまだのようです。例会場の
「大船渡プラザホテル」の周りはさすがに残骸にな
った建物は取り壊され撤去されていましたが、殆ど
建物はありません。ただこの町は、住居は高台にあ
るために町としては活気があるように感じました。
また、大手の企業の支店が多いため割と早く復興す
るのではと思われます。因みに、「カゴメのたまご」
の佐藤製菓に行ってみましたが、この工場は高台の
山の中にあったので生産拠点は全くの被害がないよ
うに思えました。この地域とは対照的なのが陸前高
田です。ここもやはり地盤沈下があったようで新し
い土を入れて嵩上げをしていました。全くの野っ原
で人の気配が全く感じられませんでした。これとい
った産業もあまりなかったようでこれから一体どう
なるのかと思わざろう得ませんでした。ただ一本松
だけが悲しそうに雨と霧の中でそびえていました。
雇用がなければ人は集まりません。政治はどう解決
するのでしょうか。最後に気仙沼によってみました
が、ここの港は海抜がすごく低く感じ、大きな漁船
が建物の上に乗っかったままになっている映像を何
回も見ましたが、現在は解体されたようで見られま
せんでしたが、あのような被害が出てしまうことが
容易に感じられました。ただ何となく動きは感じら
れた町でした。 

今回の訪問で感じたことは、間違いなく少しずつで
はあるけれど復興に向けて進んでいるのでしょうが、
憲法で保障されている「すべての国民は、健康で文
化的な最低限度の生活を営む権利を有する」にはま
だまだ程遠いように思いました。まだまだ我々の支 

援を必要としているようです。（記：小泉） 
 

《鈴木社会奉仕委員長から大船渡 RC へのメッセージ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《鈴木社会奉仕委員長から大船渡 RC へ義援金の贈呈》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《大船渡 RC の皆さんと》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
《陸中山田町で鎮魂の鐘を鳴らす》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


